
令和５年住宅・土地統計調査住宅数概数集計（速報集計）結果について 

 

総務省は、2023年（令和５年）10月１日現在で「住宅・土地統計調査」を

実施した。（1948年（昭和 23年）以来５年ごとに実施しており、今回で 16回

目） 

 

１ 空き家数及び空き家率の推移－全国（1978年～2023年） 
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① 空き家数は 900万戸と過去最多 

② 2018年から 51万戸の増加 

③ 空き家率 13.8％と過去最高 

④ 空き家数の推移をみると、これまで一貫して増加が続いており、1993年から 2023年

までの 30年間で約２倍となっている。 

資料１ 



２ 富山県の空き家数及び空き家率の推移（昭和 38年～令和５年） 

 

 ① 県内の空き家の数は、昭和 38 年から一貫して増加が続き、令和５年は 69,700 戸と

なった 

② 富山県の空き家率は、14.7 ％ 

③ 全国平均（13.8%）上回る。 

④ 平成 30 年（13.3%）より 1.4 ポイント上昇 

14.7% 


